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３月 13 日、町内の中学校で卒業式が挙行

され、八千代一中から 132 人、東中から 53され、八千代一中から 132 人、東中から 53

人の生徒が思い出とともに次のステージに人の生徒が思い出とともに次のステージに

羽ばたきました。羽ばたきました。
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時
代
の
変
化
に
関
わ
ら
ず
、
ま

ち
づ
く
り
の
基
本
は「
人
づ
く
り
」

で
あ
り
、「
人
材
」
こ
そ
が
、
ふ

る
さ
と
八
千
代
町
の
最
大
か
つ
、

か
け
が
え
の
な
い
財
産
で
あ
り
、

魅
力
で
あ
る
と
確
信
し
て
お
り
ま

す
。小

学
校
や
中
央
公
民
館
、
総
合

体
育
館
な
ど
、
公
共
施
設
の
老
朽

化
が
進
み
、
施
設
の
更
新
や
維
持

管
理
と
い
う
課
題
に
直
面
し
て
お

り
、
施
設
の
状
況
や
必
要
性
な
ど

を
慎
重
に
調
査
検
討
し
、
優
先
順

位
を
定
め
た
上
で
、
計
画
的
に
修

繕
や
改
築
・
新
築
な
ど
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

近
年
、
住
民
ニ
ー
ズ
が
多
様
化

す
る
中
、
複
雑
化
、
高
度
化
す
る

新
た
な
行
政
課
題
へ
の
対
応
が
必

要
と
な
っ
て
お
り
、
本
年
４
月
に

組
織
改
編
を
実
施
し
ま
す
。
趣
旨

と
し
て
、
機
動
的
で
時
代
の
潮
流

に
合
っ
た
組
織
体
制
の
構
築
を
図

る
も
の
で
、「
町
民
く
ら
し
の
部
」

や
「
こ
ど
も
家
庭
課
」「
農
政
課
」

「
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
」
を
新
設
し
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
な

が
ら
、
機
動
力
の
あ
る
行
政
を
目

指
し
、
風
通
し
の
よ
い
行
政
組
織

を
構
築
し
て
ま
い
り
ま
す
。

令
和
５
年
度
は
、
改
編
し
た
組

織
に
よ
り
、子
育
て
支
援
の
充
実
、

生
涯
学
習
・
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推

進
、ふ
る
さ
と
納
税
の
強
化
な
ど
、

新
た
な
取
り
組
み
を
積
極
的
に
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
行

財
政
改
革
の
徹
底
に
よ
り
自
主
財

源
を
確
保
し
つ
つ
、
生
み
出
さ
れ

た
財
源
に
よ
り
、
将
来
に
向
け
持

続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
実
践
で

き
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
土
台
づ
く
り

を
具
現
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
多
く

の
方
々
と
の
対
話
を
積
極
的
に
行

い
、
幅
広
い
各
層
の
皆
さ
ま
か

ら
、
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
に
関
す

る
多
く
の
ご
質
問
や
提
言
を
い
た

だ
き
、
政
策
に
取
り
入
れ
る
よ
う

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
に
つ
い
て
は
、
国
や
県
の
動

向
を
踏
ま
え
て
、
感
染
防
止
対
策

を
講
じ
な
が
ら
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ

ナ
を
見
据
え
て
、
活
力
と
魅
力
に

あ
ふ
れ
た「
小
さ
く
て
も
キ
ラ
リ
」

と
光
る
、
誇
り
あ
る
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

感
染
症
や
自
然
災
害
に
適
切
に

対
処
し
、
そ
れ
を
克
服
し
て
い
く

強
靭
さ
を
備
え
、
魅
力
や
強
み
を

伸
ば
す
こ
と
で
当
町
ら
し
さ
を
発

揮
し
て
い
く
こ
と
、
さ
ら
に
、
誰

一
人
取
り
残
さ
ず
、
誰
も
が
住
み

や
す
く
、
か
つ
持
続
可
能
な
地
域

社
会
を
創
造
し
て
い
く
こ
と
が
、

新
時
代
に
向
け
た
挑
戦
に
ほ
か
な

ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

令
和
５
年
度
は
「
八
千
代
町
第

６
次
総
合
計
画
」
期
間
の
３
年
目

に
な
り
ま
す
の
で
、
当
町
が
将
来

に
向
け
て
持
続
可
能
な
発
展
を
遂

げ
て
い
く
た
め
、
着
実
に
一
つ
一

つ
の
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
く
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

令
和
５
年
度

町
政
運
営
方
針

３
月
７
日
か
ら
16
日
ま
で
開
催
さ
れ
た
令
和
５
年
第
１
回

八
千
代
町
議
会
定
例
会
で
、
野
村
勇
町
長
が
令
和
５
年
度

町
政
運
営
方
針
を
述
べ
ま
し
た
。
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豊かな自然の中で、
安全・安心に暮らせるまち

誰もが健康で、
いきいきと暮らせるまち

未来につなぐ、
八千代人を育むまち

地域の特性を活かした、
働きやすいまち

みんなで創る魅力あるまち

◆家庭用蓄電池を導入する世帯への支援
◆家庭ごみの搬出が困難な高齢者世帯、障がい
　者世帯を対象にふれあい戸別収集を導入
◆空き家の利活用（空き家バンクへの登録促進、
　地域おこし協力隊の活動拠点、子育て世帯の
　住居としての提供等）
◆洪水ハザードマップの改定、マイ・タイム
　ライン作成支援等の防災対策

◆幅広い世代の健康づくりにつながる活動の
　支援
◆部活動の地域移行を進める体制の整備
◆移動スーパーによる買い物困難者への買い物
　支援
◆障がい者に関する総合的な相談窓口として
　基幹相談支援センターを開設
◆ひとり親世帯への生活物資提供等の支援
◆妊産婦に対する医療費助成の所得制限撤廃

◆妊産婦に出産・子育て応援給付金 10 万円、
　出産後に出産お祝い金 20 万円（第３子以降
　30 万円）を支給
◆保育所、こども園などの送迎バスの改修や
　登園管理システムの導入支援
◆３歳未満で第２子の保育料を町独自に全額
　助成
◆英語検定受験チャレンジ補助の継続
◆外国籍児童生徒生活支援員を配置

◆スマート農業の取り組み促進
◆新規作物の導入に向けた取り組みを行う農業
　者の支援
◆ふるさと納税の寄付獲得を目的とした事業者
　の地場産品開発等の支援
◆グリーンビレッジが持つ町民の憩いの場、観
　光拠点としての機能強化
◆古民家の利活用

◆町民ぐるみの「花いっぱい運動」の展開
◆友好都市提携協定を締結したベトナム国
　ラックズオン県をはじめとする海外との
　友好関係の構築
◆マイナンバーカードを活用した住民票などの
　コンビニ交付、電子申請の拡充、ペイジー
　口座振替などのデジタル化推進
◆町ホームページや SNS を活用した迅速で
　的確な情報発信

主な施策



広報やちよ№ 762　2023.4 月号　　　4

　令和５年第１回町議会定例会で令和５年度の予算が可決されました。一般会計
予算総額は、８１億１，２００万円（前年度比６．２％増）です。

自主財源
42.7%

依存財源
57.3%

町税

26億5,827万円
32.8%

繰入金
4億601万円

5.0%

繰越金

1億5,300万円
1.9%

諸収入
1億4,611万円

1.8%分担金・負担金

2,290万円
0.3%

その他

4億4,024万円
5.4%

地方交付税

18億1,213万円
22.3%

国庫支出金

9億1,633万円
11.3%

県支出金

7億5,624万円
9.3%

地方消費税交付金

4億6,474万円
5.7%

地方譲与税

1億4,403万円
1.8%

町債
8,945万円

1.1%

その他
1億255万円

1.3%

歳入
８１億

１,２００万円

町
税
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
が

限
定
的
で
あ
り
個
人
所
得
が
堅
調
で
あ

る
こ
と
等
を
考
慮
し
、
７
千
３
０
７
万

円
増
額
（
前
年
度
比
２・
８
％
増
）
の

26
億
５
千
８
２
７
万
円
と
し
て
い
ま
す
。

地
方
交
付
税
で
は
、
国
に
お
い
て
１
・

７
％
の
増
額
が
計
画
さ
れ
る
な
か
、
臨
時

財
政
対
策
債
振
替
額
等
が
減
に
な
っ
た
こ

と
に
よ
る
基
準
財
政
需
要
額
の
増
を
考
慮

し
、６
千
１
６
１
万
円
増
額（
前
年
度
比
３・

５
％
増
）の
18
億
１
千
２
１
３
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

繰
入
金
で
は
、
前
年
度
か
ら

３
億
２
千
４
６
８
万
円
増
額
（
前
年
度
比

３
９
９・２
％
増
）
の
４
億
６
０
１
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。
内
容
と
し
て
は
財
源
不

足
等
へ
の
対
応
と
し
て
、
財
政
調
整
基
金

や
ふ
る
さ
と
納
税
基
金
等
を
計
上
し
て
い

ま
す
。

町
債
（
町
の
借
金
）
で
は
、
前
年
度
の

防
災
行
政
無
線
更
新
事
業
債
等
が
皆
減
と

な
り
、
２
億
99
万
円
減
額
（
前
年
度
比

69・２
％
減
）
の
８
千
９
４
５
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。
内
容
と
し
て
は
農
地
耕
作
条

件
改
善
事
業
債
や
消
防
自
動
車
購
入
事
業

債
な
ど
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

特別会計 予算額 対前年度比較

国 民 健 康
保 険 事 業 30 億 7,791 万円 6,502 万円

後 期 高 齢 者
医 療 事 業 2 億 5,777 万円 1,725 万円

介護保険事業 19 億　890 万円 － 1,491 万円

中央土地区画
整 理 事 業 1 億 1,531 万円 2,917 万円

農 業 集 落
排 水 事 業 2 億 9,877 万円 312 万円

下 水 道 事 業 5 億　946 万円 － 1,074 万円

水道事業
収益的 5 億 2,857 万円 1,534 万円

資本的 2 億 6,249 万円 1,402 万円

合　計 69 億 5,918 万円 1 億 1,827 万円

一般会計　歳入

特
別
会
計
全
体
で
は
、
前
年
度

か
ら
１
億
１
千
８
２
７
万
円
増

額
（
前
年
度
比
１・
７
％
増
）
し
、

69
億
５
千
９
１
８
万
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。

前
年
度
と
比
べ
増
減
が
大
き
か
っ

た
も
の
と
し
て
、
中
央
土
地
区
画
整

理
事
業
特
別
会
計
に
お
い
て
、
第
２

工
区
区
画
整
理
事
業
に
係
る
移
転
補

償
費
等
の
増
に
よ
り
２
千
９
１
７
万

円
増
額
（
前
年
度
比
33・９
％
増
）
し
、

１
億
１
千
５
３
１
万
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
で
は
、
国
民
健
康
保
険
事
業

費
納
付
金
等
の
増
に
よ
り
、
前

年
度
か
ら
６
千
５
０
２
万
円
増

額
（
前
年
度
比
２・
２
％
増
）
し
、

30
億
７
千
７
９
１
万
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。後

期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

で
は
、
高
齢
化
の
進
行
に
よ
る

被
保
険
者
数
等
の
増
に
よ
り
前

年
度
か
ら
１
千
７
２
５
万
円
増

額
（
前
年
度
比
７・
２
％
増
）
し
、

２
億
５
千
７
７
７
万
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。

水
道
事
業
会
計
で
は
、
資
本
的
収
支

で
あ
る
４
条
予
算
（
建
設
関
係
）
に
お

い
て
、
配
水
池
耐
震
化
工
事
等
の
増
に

よ
り
前
年
度
か
ら
、
１
千
４
０
２
万

円
増
額
（
前
年
度
比
５・６
％
増
）
し
、

２
億
６
千
２
４
９
万
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。

特別会計予算

問い合わせ　財務課財政係（内線３１２０）
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令和５年度 予算 　令和５年第１回町議会定例会で令和５年度の予算が可決されました。一般会計
予算総額は、８１億１，２００万円（前年度比６．２％増）です。

歳
出
構
成
比
の
う
ち
民
生
費
が
35
・

５
％
、
総
務
費
が
18
・
７
％
と
な
り
、

予
算
全
体
の
約
半
分
を
占
め
て
い
ま

す
。民

生
費
で
は
、
子
ど
も
や
高
齢
者
、

障
が
い
者
の
福
祉
に
関
す
る
予
算
が
主

な
も
の
に
な
り
ま
す
。
３
歳
未
満
児
の

２
人
目
以
降
の
保
育
料
を
完
全
無
償
化

す
る
多
子
世
帯
保
育
料
軽
減
事
業
や
障

が
い
者
に
関
す
る
総
合
的
な
相
談
窓
口

で
あ
る
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
を
開

設
し
、
切
れ
目
な
い
支
援
を
実
施
す
る

ほ
か
、
引
き
続
き
医
療
費
の
助
成
も
実

施
し
ま
す
。

ま
た
、
総
務
費
で
は
、
快
適
な
住
ま

い
環
境
を
創
出
す
る
子
育
て
世
代
向
け

定
住
促
進
住
宅
整
備
事
業
や
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
の
取
り
組
み
と
し

て
、
公
用
車
に
電
気
自
動
車
を
導
入
し

ま
す
。

衛
生
費
で
は
、
集
積
所
ま
で
ご
み
の

搬
出
が
難
し
い
世
帯
を
対
象
に
ご
み
を

個
別
収
集
し
ま
す
。

そ
の
他
に
も
教
育
費
で
は
、
民
間
事

業
者
の
技
術
力
と
専
門
性
を
活
用
し
な

が
ら
安
定
的
な
給
食
の
提
供
を
推
進
す

る
た
め
、
給
食
の
調
理
配
送
業
務
を
民

間
委
託
し
ま
す
。

〇子育て支援住宅整備事業　3,798 万円
ＰＦＩ法を活用し、子育て世代を主軸とした中間層向
け定住促進住宅を利便性の高いエリアに供給すること
により、快適な住まい環境を創出し、当町の定住人口
の増加や地域の活性化につなげます。
〇公用車電気自動車導入事業　838 万円
ゼロカーボンシティ宣言の取り組みとして、災害時には
蓄電池としても活用できる電気自動車を公用車に導入
し、二酸化炭素の排出および燃料費の削減を図ります。
〇 基 幹 相 談 支 援 セ ン タ ー に お け る 相 談 支 援 事 業　
1,062 万円
基幹相談支援センターを開設し、障がい者に関する総
合的な相談窓口を担い、身体、知的、精神の３つの障
がいに対して、切れ目ない支援を実施します。
〇多子世帯保育料軽減事業（町独自分）　1,000 万円
現行の県補助事業に加え、新たに町独自分として助成
することで、３歳未満児の２人目以降の保育料を完全
無償化します。
〇出産・子育て応援交付金事業　1,200 万円
妊娠期から出産・子育てまで切れ目ない支援を図るた
め、伴走型相談支援を充実させるとともに、経済的支
援を一体として実施します。

一般会計　歳出

民生費

28億7,612万円
35.5%

総務費

15億1,599万円
18.7%

教育費

7億8,773万円
9.7%

農林業費

6億8,537万円
8.4%

公債費
6億491万円

7.5%

土木費

5億6,461万円
7.0%

衛生費

5億5,116万円
6.8%

消防費

3億5,005万円
4.3%

議会費

1億1,544万円
1.4%

商工費

4,062万円
0.5%

予備費など

2,000万円
0.2%

歳出
81億

1,2００万円

令和５年度予算注目事業
〇ふれあい戸別収集事業　242 万円
集積所までごみの搬出が難しい世帯（在宅介護サービ
ス利用者および障がい者のみで構成される世帯）を対
象に、ごみを戸別収集します。
〇調理・配送業務委託事業　7,128 万円
民間事業者の技術力と専門性を活用しながら、効率的
かつ効果的に運用を行うとともに、安定的な給食の提
供を推進します。
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国民健康保険・後期高齢者医療保険に加入している方へ
人間ドックの費用を助成します

国民健康保険加入者（40歳 ~74 歳） 後期高齢者医療保険加入者（75歳 ~）

助成対象者 町内在住で、人間ドック受診日時点で国民健康保険または後期高齢者医療保険に加入し
ている人

助 成 金 １人あたり 20,000 円

定 員 350 人 60 人

受 付 日

４月 13 日（木）：中結城地区
　　 14 日（金）：下結城・川西地区
　　 17 日（月）：西豊田地区
　　 18 日（火）：安静地区
　　 19 日（水）以降は全地区対象

４月 13 日（木）~

受 付 時 間
午前８時 30 分 ~ 午後５時 15 分
※土日祝日を除きます。
※電話での受け付けはできません。

対象となる
健診機関

〇茨城西南医療センター病院　総合健診センター
〇古河赤十字病院　健診センター
〇筑波学園病院　健診センター
〇筑波記念病院　つくばトータルヘルスプラザ
〇筑波大学附属病院　つくば予防医学研究センター
〇筑波メディカルセンター　つくば総合健診センター
〇ホスピタル坂東　健診センター
〇友愛記念病院　総合健診センター
〇宇都宮セントラルクリニック
〇自治医科大学病院　健診センター

持 ち 物 国民健康保険被保険者証または後期高齢者医療被保険者証、印鑑

注 意 点

〇人間ドック受診日に 75 歳になる方は、後期高齢者医療保険での申請となります。
〇本人またはその同一世帯で税の未納がある場合は、助成を受けられません。
〇町指定の健診機関で受診される方のみ対象となります。
〇申請をしないで人間ドックを受けた方は、助成を受けられません。
〇人間ドックを受けた方は、町の健診を受けられません。

受付場所
問い合わせ先

国保年金課
国保係（内線 1220）

国保年金課
医療年金係（内線 1210）

広告

詳細はこちら

茨城県結城郡八千代町菅谷502番地1
ＴＥＬ ０２９６－４８－２３１１
E-mail sawaki-k@swk-g.co.jp
ＵＲＬ swk-g.co.jp

茨城県知事登録旅行業 第２－３１４

お申し込み・お問い合わせ
電話受付：平日9：00～18：00

見て･触れて･味わって、大人も子供も楽しめる 「こんにゃくパーク」

ﾁｮｺﾚｰﾄ工場を店内からｶﾞﾗｽ越しに見学できる「軽井沢ﾁｮｺﾚｰﾄﾌｧｸﾄﾘｰ」

昼食は名物信州そば・牛肉と豆腐ｽﾃｰｷの陶板焼き御膳

旅行代金
（おひとり様）

出発日：５月２０日（土）・１０,０００円（税込）

コース

八千代町７：００発～こんにゃくﾊﾟｰｸ～佐久平ﾌﾟﾗｻﾞ21～軽井沢ﾁｮｺﾚｰﾄﾌｧｸﾄﾘｰ～軽井沢ﾌﾟﾘﾝｽｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞﾌﾟﾗｻﾞ～八千代１９：２０頃
着

【代金には貸切バス代・昼食代が含まれます 】
※自社バス（サワキ観光バス）バスガイト同行・最少催行人員２５名

お申し込みは新型コロナワクチン3回接種済者
及び陰性証明書をご提示の方に限ります。

美しく豊かな自然に包まれたﾘｿﾞｰﾄ型ｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞﾓｰﾙ「軽井沢ﾌﾟﾘﾝｽｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞﾌﾟﾗｻﾞ」

※写真はイメージです
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令和５年度
固定資産税・軽自動車税 の

納税通知書を発送します

税目 固定資産税 軽自動車税（種別割）

発送日 ４月 11 日（火） ５月 12 日（金）

対象者

１月１日現在、固定資産（土地・家屋・償却
 資産）を所有している人に、その価格に応じ
 て課税されます。
 ※課税対象となる物件の明細を同封していま
　すので、ご確認ください。

 ４月１日現在、町内を定置場（車両が主に駐
 車されている場所）として登録してある車両
 の所有者に課税されます。

※ 記載されている納税額・納付方法を確認し、納期限までに納付してください。
※ 納税通知書はお手元に届くまでに時間がかかる場合や、同じ世帯の方でも同日に届かない場合があります。
　 発送日から１週間たっても届かない場合は、お問い合わせください。

新しい納付方法が始まります

パソコン等を使って
インターネットで納付

地方税共通納税システム（eLTAX）を利用した
納付方法です。自宅や職場のパソコン等から、
インターネットを通じて全国の地方公共団体に
納付できます。
ご利用には、所定の手続きが
必要です。詳しくは、右記二
次元コードの eLTAX ホーム
ページをご覧ください。

二次元コードを
読み取って納付

納付書に印刷された地方税統一二次元コードを
読み取ることで納付ができます。納付には、
eLTAX の「地方税お支払いサイト」や、各種
スマートフォンアプリでの決済をご利用いただく
ことになります。
また、納付書の裏面に記載の町指定の金融機関の
ほか、地方税統一二次元コード対応の金融機関で
あれば、全国どの金融機関でも納付ができます。

eLTAX
ホームページ

  問い合わせ
  ■納税通知書、課税内容について
　  税務課資産税係（内線１５２０）
  ■納付について
　  税務課納税管理係（内線１５１０）

納付方法

■ 口座振替
事前に指定した預貯金口座から、
税額を納期限日に引き落とします。
納付のために窓口に行く手間が
なく、納め忘れがありません。

■ 納付書払い
役場会計課、町指定金融機関、
コンビニエンスストアの窓口へ
納付書を持参して納付します。

■ スマートフォン決済アプリ
Pay Pay、LINE Pay、PayB を利用
して納付します。

※これらの納付方法等の詳細については、町ホームページ等で随時お知らせします。

令和５年度
固定資産税・軽自動車税 の

納税通知書を発送します
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広告

日野自動車 古河工場 
期間従業員大募集！！
しっかり稼げて誇れる仕事が、ここにあります。

0120-541-376

《ご予約・お問い合わせ》
日野自動車採用センター

詳細はコチラ！>>>

9:00～19:00平日 9:00～17:00　土・祝

https://www.hino-works.infoWEB

町内での高病原性鳥インフルエンザ発生への
対応についてお知らせします

２月２日　　・町内養鶏場から異常家きん発見の通報
　　　　　　・簡易検査により陽性判定
　　　　　　・八千代町対策本部を設置
２月３日　　・高病原性鳥インフルエンザ確認
　　　　　　・防疫措置開始
２月 9日　　・殺処分完了
２月 24 日      ・高病原性鳥インフルエンザ発生農場に
　　　　　　   おけるすべての防疫措置が完了
３月 12 日　  ・ 搬出制限区域解除
３月 18 日　  ・移動制限区域解除
　　　　　    ・消毒ポイントの終了

高病原性鳥インフルエンザ発生における経過

　２月３日、町内養鶏場で高病原性鳥インフルエンザが確認され、茨城県の主導により防疫措置が行われました。
被害にあわれた農家の皆さまに、心よりお見舞い申し上げます。また、昼夜を問わず防疫作業にご協力いただい
た皆さまに、心から感謝申し上げます。

防疫作業従事者（約 7,270 人の協力をいただきました）
陸上自衛隊施設学校
陸上自衛隊第１施設団
陸上自衛隊武器学校

（一社）茨城県建設業協会
（一社）茨城県バス協会
（一社）茨城県トラック協会
（一社）茨城県ペストコントロール協会
（一社）茨城県警備業協会
（一社）茨城県農業会議
（一社）茨城県産業資源巡回協会
常総ひかり農業協同組合
北つくば農業協同組合
茨城県農業協同組合中央会
茨城県信用農業協同組合連合会

茨城県厚生農業協同組合連合会
全国農業協同組合連合会茨城県本部
全国共済農業協同組合連合会茨城県本部
茨城県農業共済組合連合会
茨城県西農業共済組合
茨城県酪農業協同組合連合会
茨城県畜産農業協同組合連合会
茨城県養鶏協会
茨城県肉用牛生産者協会
茨城県養豚協会
茨城県乳業協会
茨城県土地改良事業団体連合会

（公社）茨城県畜産協会
（公社）茨城県農林振興公社

（公社）茨城県森林・林業協会
さしま食品加工協同組合
八千代町消防団
古河市
結城市
下妻市
常総市
筑西市
坂東市
桜川市
五霞町
境町

問い合わせ　産業振興課農業振興係（内線２３２０）

永岡桂子文部科学大臣、飯田智男県議会議員、金子晃
久県議会議員らが現場の視察と激励に訪れました

※詳細は、町や茨城県のホームページをご覧ください。
八千代町
ホームページ

茨城県
ホームページ
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広告広告

歴
史
を
後
世
に
つ
な
ぐ

仁
江
戸
５
号
墳
の
町
指
定
文
化
財
指
定
書
交
付
式
を
実
施

２
月
５
日
、
中
央
公
民
館
で
親

子
ふ
れ
あ
い
教
室
と
し
て
「
親
子

ポ
ー
セ
ラ
ー
ツ
教
室
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
ポ
ー
セ
ラ
ー
ツ
と
は
、

真
っ
白
な
器
に
好
き
な
絵
柄
の
転

写
紙
を
貼
っ
て
焼
き
付
け
る
こ
と

で
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
作
品
を
作
る

も
の
で
す
。
当
日
は
16
組
31
人
の

親
子
が
参
加
し
、
ス
ク
エ
ア
プ

レ
ー
ト
と
マ
ル
チ
ボ
ウ
ル
に
親
子

で
選
ん
だ
転
写
紙
を
貼
り
付
け
、

世
界
に
ひ
と
つ
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
食
器
を
作
り
上
げ
ま
し
た
。

親
子
で
楽
し
く
も
の
づ
く
り親

子
ポ
ー
セ
ラ
ー
ツ
教
室
を
開
催

ポーセラーツ教室の様子

誰
も
が
対
等
に
個
性
と
能
力
を
発
揮
で
き
る
社
会
へ

男
女
共
同
参
画
講
演
会
を
開
催

２
月
12
日
、
町
と
町
男
女
共
同

参
画
推
進
委
員
会
（
新
城
雪
子
委

員
長
）
が
共
催
し
、
男
女
共
同
参

画
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今

回
は
、
作
家
の
鈴
木
光
司
さ
ん
を

講
師
と
し
て
「
新
し
い
家
族
の
あ

り
方
～
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
と
子

育
て
」
を
テ
ー
マ
に
、
子
育
て
の

実
体
験
を
踏
ま
え
た
固
定
観
念
に

と
ら
わ
れ
な
い
家
族
の
あ
り
方

と
、
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
に
つ
い
て

学
ぶ
講
演
と
な
り
ま
し
た
。

講演をする鈴木さん

２
月
８
日
、
12
月
22
日
に
町
指

定
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
史
跡「
仁

江
戸
５
号
墳
」
の
所
有
者
で
あ
る

中
山
正
子
さ
ん
、
中
山
郁
子
さ
ん

（
い
ず
れ
も
仁
江
戸
東
）、
中
山
豊

和
さ
ん
（
粟
野
）
へ
の
町
指
定
文

化
財
指
定
書
交
付
式
を
行
い
ま
し

た
。
指
定
を
受
け
た
所
有
者
の
皆

さ
ん
は
「
町
の
歴
史
を
知
る
き
っ

か
け
と
な
れ
ば
」
と
話
し
、
赤
松

教
育
長
は
「
後
世
に
残
す
べ
き
大

切
な
も
の
を
町
と
と
も
に
継
承
し

て
い
き
ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

赤松教育長から指定書交付を受ける中山郁子さん

町公式アプリを登録すると、
町公式 SNS が簡単に見ること
ができます。 iPhone 版 Android 版

Topicsまちの話題

国
と
国
民
を
守
る
た
め
に

自
衛
隊
入
隊
者
が
表
敬
訪
問

３
月
２
日
、
令
和
５
年
度
に
自

衛
隊
に
入
隊
す
る
馬
場
結
也
さ
ん

（
水
口
）
と
野
村
流
聖
さ
ん
（
道

前
六
保
）
が
役
場
を
訪
れ
、
野
村

町
長
に
入
隊
報
告
を
し
ま
し
た
。

「
新
し
い
環
境
で
の
人
と
の
つ
な

が
り
を
大
切
に
し
た
い
」
と
意
気

込
み
を
語
っ
た
馬
場
さ
ん
と
野
村

さ
ん
に
、
野
村
町
長
は
「
自
衛
官

を
目
指
し
、
国
防
に
携
わ
る
若
者

が
い
る
こ
と
を
頼
も
し
く
思
い
ま

す
。
頑
張
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
」

と
激
励
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

入隊報告に訪れた野村さん（中央）と馬場さん（右）
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おめでとうございます

赤松教育長（左）と受賞した皆さん

令
和
４
年
度
茨
城
県
学

校
保
健
・
学
校
安
全
表
彰

で
、
安
静
小
学
校
（
坂
入

俊
夫
校
長
）
が
県
よ
い
歯

の
学
校
と
し
て
県
教
育
委

員
会
教
育
長
賞
を
、
中
結

城
小
学
校
の
大
関
京
子
養

護
教
諭
が
県
学
校
保
健
会

ほ
う
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。
報
告
を
受
け
た
赤
松

教
育
長
は
「
子
ど
も
た
ち

の
健
康
を
守
る
先
生
方
の

取
り
組
み
に
感
謝
し
ま

す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

茨
城
県
学
校
保
健
・
学
校
安
全
表
彰

赤松教育長（右）と受賞した皆さん

令
和
４
年
度
体
力
つ
く

り
関
係
表
彰
で
、
優
秀
賞

と
し
て
川
西
小
学
校
（
斎

藤
浩
二
校
長
）、
奨
励
賞

と
し
て
中
結
城
小
学
校

（
中
島
洋
子
校
長
）
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は

体
力
つ
く
り
に
積
極
的
に

取
り
組
み
、
体
力
・
運
動

能
力
調
査
結
果
で
優
れ
た

結
果
を
収
め
た
学
校
や
昨

年
度
と
比
較
し
て
顕
著
な

向
上
が
図
ら
れ
た
学
校
を

表
彰
す
る
も
の
で
す
。

体
力
つ
く
り
関
係
表
彰

左から川崎さん、古宇田副町長、秋葉さん

令
和
４
年
度
県
民
健
康

づ
く
り
表
彰
で
、
町
食
生

活
改
善
推
進
員
の
川
崎
し

な
さ
ん
（
東
蕗
田
）
が
健

康
づ
く
り
推
進
事
業
功
労

者
表
彰
知
事
賞
、
秋
葉
裕

子
さ
ん
（
尾
崎
）
が
県
食

生
活
改
善
推
進
員
協
議
会

長
賞
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
食
生
活

の
改
善
な
ど
地
域
等
で
の

健
康
づ
く
り
推
進
活
動
へ

の
貢
献
を
称
え
る
も
の
で

す
。

県
民
健
康
づ
く
り
表
彰

表彰された河口さん（左）と野口さん（右）

令
和
４
年
度
民
間
自
治

功
労
者
表
彰
で
、
河
口
博

さ
ん
（
平
塚
新
田
）
と
野

口
晴
江
さ
ん
（
松
本
）
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
長
年
に
わ
た
り
地
方
自

治
の
振
興
発
展
に
貢
献
さ

れ
た
方
を
称
え
る
も
の

で
、
河
口
さ
ん
は
平
成
元

年
か
ら
町
文
化
財
保
護
審

議
会
委
員
を
務
め
、
野
口

さ
ん
は
平
成
20
年
か
ら
令

和
２
年
ま
で
町
教
育
委
員

会
委
員
を
務
め
ま
し
た
。

民
間
自
治
功
労
者
表
彰

表彰された大久保さん（右）

町
議
会
議
員
の
大
久
保

敏
夫
さ
ん
（
菅
谷
西
）
が
、

八
千
代
町
を
含
め
た
７
市

町
で
構
成
さ
れ
る
茨
城
西

南
地
方
広
域
市
町
村
圏
事

務
組
合
か
ら
功
労
者
と
し

て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
広
域
行
政
の
振
興

発
展
に
長
き
に
わ
た
り
貢

献
し
た
方
を
称
え
る
も
の

で
す
。
大
久
保
さ
ん
は
組

合
議
員
と
し
て
10
年
以
上

に
わ
た
り
活
動
し
て
い
ま

す
。

功
労
者
表
彰

受賞した協議会の高崎代表（右）

第
15
回
茨
城
県
美
し
い

水
土
里
づ
く
り
優
良
活
動

表
彰
で
、
下
山
川
地
区
資

源
保
全
協
議
会
（
高
崎
一

男
代
表
）
が
多
面
的
機
能

支
払
交
付
金
部
門
で
県
農

林
水
産
部
長
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。
こ
の
協
議
会
は

平
成
21
年
度
か
ら
活
動
を

始
め
、
地
域
内
の
農
地
や

花
壇
を
活
用
し
た
花
の
植

栽
な
ど
地
域
の
良
好
な
景

観
の
形
成
・
保
全
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

美
し
い
水
土
里
づ
く
り
優
良
活
動
表
彰
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スポーツコーナー

スポーツ大会の結果

問：総合体育館
　　℡ 0296-48-2469

■令和４年度牛久市近隣小学生バドミントンシングル
ス大会

〔と　き〕１月 29 日（日）
〔ところ〕牛久市運動公園体育館
〔主　催〕牛久市スポーツ少年団バドミントン競技団
〔主な結果〕
６年女子シングルス
優　勝　木瀬颯希
６年男子シングルス
準優勝　飯田大翔
５年男子シングルス
優　勝　古澤翔
３年以下女子シングルス
第３位　是則結香

■第 11 回茨城県小学生 GOSEN ダブルス大会
〔と　き〕２月４日（土）
〔ところ〕石岡市石岡運動公園体育館
〔主　催〕茨城県小学生バドミントン連盟
〔主な結果〕
６年男子ダブルス
優　勝　猪瀬嵩人・飯田大翔　組

■第 78 回八千代町グラウンド・ゴルフ定期大会
〔と　き〕２月 14 日（火）
〔ところ〕町民公園
〔主　催〕八千代町スポーツ協会
〔主な結果〕
男子の部
優　勝　諏訪兼四郎（さくら）
準優勝　久保谷和夫（ＦＧＧ）
第３位　宮田高雄（ＦＧＧ）
第４位　弦巻巌（健友会）
第５位　高田和夫（若）
女子の部
優　勝　鈴木きみい（ＴＧＧ）
準優勝　小竹政子（ＴＧＧ）
第３位　生井秀子（若）
第４位　鈴木博子（ＴＧＧ）
第５位　磯山弘子（ＦＧＧ）

■第 17 回茨城県スポーツ少年団バドミントン大会
〔と　き〕２月 23 日（木）
〔ところ〕笠松運動公園体育館
〔主　催〕茨城県バドミントン少年団連盟
〔主な結果〕
６年女子シングルス
優　勝　木瀬颯希
５年男子シングルス
第３位　古澤翔優勝した古澤さん（左）と木瀬さん（右）

優勝した猪瀬・飯田組

優勝した木瀬さん

（敬称略）

広告

茨城県弁護士会所属：門井 節夫、関 健太郎、髙中 学、飯塚 夏樹、山本 大介

無料法律相談会を開催します
※初回限定・予約制

ご予約はお電話・予約フォーム・
LINEにて受け付けております 0296-30-5600

電話受付時間：平日9:00～17：30 

つくばね法律事務所
☎

茨城県下妻市大園木２８３９－１　大建ビル２階
【国道２９４号線沿い・やすらぎの里しもつま隣り】予約フォーム LINE友だち追加

※事情によりお受けできない
こともございます。4/22(土)10：00～16：00
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わ
た
し
の
大
好
き
な
人
は
、
お
母
さ
ん
で
す
。
い

つ
も
え
が
お
で
見
守
っ
て
く
れ
ま
す
。
お
母
さ
ん
は

わ
た
し
の
習
い
ご
と
の
お
く
り
む
か
え
を
し
て
く
れ

ま
す
。
家
の
こ
と
や
わ
た
し
の
こ
と
を
い
つ
も
手

伝
っ
て
く
れ
ま
す
。
た
ま
に
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
練
習

を
手
伝
っ
て
く
れ
ま
す
。
わ
た
し
が
や
っ
て
い
る
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
の
た
め
に
朝
早
く
お
き
て
、
お
べ
ん
と

う
を
つ
く
っ
て
く
れ
た
り
、
朝
起
こ
し
て
く
れ
た
り

し
ま
す
。
練
習
試
合
や
大
会
な
ど
遠
い
場
所
で
も
お

う
え
ん
に
き
て
く
れ
ま
す
。

わ
た
し
は
、
そ
ん
な
お
母
さ
ん
が
大
好
き
で
す
。

大 好 き な人

笑顔がいいね !♥

大
好
き
な
お
母
さ
ん

み ん な の 広 場

いつも元気な航多
君。これからもお
姉ちゃんといっぱ
い 遊 ん で 大 き く
なってね。

父　勉さん
母　馬建嬌さん

髙
たか

野
の

航
こう

多
た

ちゃん　
令和２年１月 10 日生まれ
 　　　　　　　　（高野）

※みんなの広場では、みなさんからの投稿をお待ちしています。
詳しくは、秘書課広報ＰＲ係まで
TEL 0296-48-1111（内線 3530）

お姉ちゃんと仲良
く、元気に育って
ね。

父　克英さん
母　千尋さん

関
せき

口
ぐち

永
え

莉
り

ちゃん　
令和４年６月 26 日生まれ
 　　　　　　　　（大里）

北
きた

島
じま

依
え

奈
な

さん（川西小５年）

清
きよ

美
み

さん （母）



13　　広報やちよ№ 762　2023.4 月号

町長コラム vol.30

農機盗難に注意を

農業用機械は、その用途の特殊性から非常に高価なも
のが多く、盗難による被害にあいますと当該農業者は大
きな物的損失とともに農作業への支障のほか、精神的打
撃など深刻なダメージを受けることになります。
　警察庁の統計調査によると、トラクター、コンバイン
などの農業用機械の盗難は春先に特に多い傾向にあると
しています。2020 年～ 2022 年の直近３年間に発生し
た農機などの盗難件数は 635 件で、月別に見ると３月
が 81 件、４月が 71 件、5 月が 68 件で春先の 3 カ月で
全体の 35％を占めていますので、警察庁および農水省
は注意を呼びかけています。また、盗まれた場所は「田畑」
が最多の 186 件、「一般住宅」が 114 件、「資材置き場」
が 105 件と目立つ上位の数字となっています。対策と
して警察庁は、盗難防止には複数の防犯対策を行うこと
が効果的と指摘しています。具体的には①農地に置いて
帰らない②エンジンキーを必ず抜く③鍵のかかる場所に
保管するほか、チェーンや南京錠でタイヤを固定するこ
とや、ハンドルロックの活用も有効としています。中で
もエンジンキーを差し込んだままか運転席や周辺に放置

していたことによるものが 202 件、総数の 32％に
なっていますので、複数対策で盗難防止を心がけていた
だきたいと思います。
　当町においては、これまで防犯灯や防犯カメラの適
性整備を警察や地元の方の意見を聞きながら計画的に
進め、年々増加していますが、設置の目的が主に生活面
や通学路等の安全確保に重点を置くものであり、田畑に
おいての農業用機械や出荷前の農作物の盗難対策として
は、さらに新たな視点からの取り組みが必要になってき
ます。今後、警察および関係者間で協議のうえ、農機盗
難が身近であることを自覚してもらうために注意喚起を
促すとともに、対策会議の開催について進めてまいりま
す。
　余談ですが、先に広域強盗事件が発生した折に警察の
方とどうしたら被害にあわないか話す機会があり、その
時は「電気代を惜しまず、明るくしておくこと」が有効
策の一つと言われていました。安全安心なまちづくりを
目指すために、複数の防犯対策の組み合わせというもの
が重要であると考えています。

古
文
書
に
興
味
を
持
っ
た
き
っ
か

け
は
？

母
の
介
護
を
し
て
い
て
、
二
人
で
よ

く
散
歩
が
て
ら
歴
史
民
俗
資
料
館
を

訪
れ
て
い
ま
し
た
。
職
員
の
方
か
ら
資

料
館
に
は
地
元
の
古
文
書
が
た
く
さ

ん
あ
り
、
そ
の
解
読
の
学
習
会
が
行
わ

れ
て
い
る
と
聞
き
、
参
加
し
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
す
。

古
文
書
の
魅
力
は
？

こ
れ
を
当
時
書
い
た
人
と
の
対
話

が
で
き
る
感
覚
に
な
れ
る
の
が
い
い

で
す
ね
。
た
だ
歴
史
を
読
み
解
く
だ

け
じ
ゃ
な
く
、
そ
こ
か
ら
現
代
に
も

通
じ
る
学
び
を
得
ら
れ
る
こ
と
も
あ

る
。
古
文
書
を
読
め
る
人
は
昔
に
比

べ
て
少
な
く
な
っ
て
き
て
、
例
え
ば

家
や
職
場
で
昔
の
書
物
が
出
て
き
た

と
し
て
も
た
だ
の
ご
み
と
思
わ
れ
が

ち
で
す
が
、
そ
の
内
容
や
価
値
が

分
か
れ
ば
次
の
時
代
に
引
き
継
ぐ

こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
い
う
つ
な

ぎ
目
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て

い
る
と
こ
ろ
も
魅
力
で
す
ね
。

今
後
や
っ
て
み
た
い
こ
と
は
？

今
回
作
成
し
た
﹃
古
文
書
で
辿

る
成
田
新
田
の
変
遷
﹄
の
続
編
を

書
き
た
い
で
す
。
好
き
で
や
っ
て

い
る
の
で
、
元
気
な
う
ち
は
こ
の

活
動
を
続
け
た
い
で
す
ね
。

こ
れ
だ
け
は
伝
え
た
い
！
と
思

う
こ
と
は
？

実
は
、
八
千
代
町
は
古
文
書
を
読

め
る
環
境
が
す
ご
く
整
っ
て
い
る
ん

で
す
。
他
で
は
資
料
自
体
な
か
な
か

見
せ
て
も
ら
え
な
か
っ
た
り
す
る
ん

で
す
よ
。
少
し
で
も
興
味
が
あ
っ
た

ら
、
ぜ
ひ
資
料
館
に
足
を
運
ん
で
み

て
も
ら
い
た
い
で
す
。

　（菅谷西）
中
なかむら
村 惠

けい
一
いち
さん

古文書から成田新田の成り立ちを読み
解きまとめた冊子を作り、町図書館と
歴史民俗資料館に寄贈しました。

Ｑ ＱＡＡ

インタビュー

町民の皆さまを

　　　ご紹介していきます !

ＱＡ ＱＡ

中村図書館長とともに
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お知らせ版
№ 751

役場へのお電話は、代表番号におかけのうえ、
電話交換担当に内線番号をお申し付けください。

0296-48-1111

八
千
代
グ
リ
ー
ン
ビ
レ
ッ
ジ
憩

遊
館
の
一
室
が
、
レ
ン
タ
ル
ス

ペ
ー
ス
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

場
所

八
千
代
グ
リ
ー
ン
ビ
レ
ッ
ジ

憩
遊
館
新
和
室
、
旧
シ
ネ
マ
ホ
ー
ル

料
金
【
一
般
】
３
時
間
１
５
０
０

円
【
町
民
】
３
時
間
１
０
０
０
円

【
延
長
料
金
】
１
時
間
５
０
０
円

※
各
部
屋
共
通
と
な
り
ま
す
。

株
式
会
社
ク
リ
ー
ン
工
房

０
２
９
６
‐
48
‐
４
１
２
６

い
ば
ら
き
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
で
は
、
会
員
登
録
制
に
よ

る
男
女
の
出
会
い
と
結
婚
を
支
援

し
て
い
ま
す
。
次
の
期
間
、
女
性

を
対
象
と
し
た
入
会
登
録
料
無
料

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
す
。

期
間

令
和
５
年
４
月
１
日（
土
）

～
令
和
６
年
３
月
31
日
（
日
）

対
象
者

期
間
中
、
セ
ン
タ
ー
に

入
会
登
録
す
る
女
性

※
詳
し
く
は
、
左
記
二
次
元
コ
ー

ド
の
い
ば
ら
き
出
会
い
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

「
生
活
に
困
っ
て
い
る
」「
仕
事

が
見
つ
か
ら
な
い
」
な
ど
の
困
り

ご
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
県
の
相

談
支
援
員
が
、
皆
さ
ま
の
相
談
に

応
じ
ま
す
。

日
時

毎
月
第
３
火
曜
日
、
午
前

10
時
～
午
後
３
時
（
正
午
～
午
後

１
時
を
除
く
）

場
所

役
場
１
階
相
談
室

相
談
料

無
料

相
談
時
間

１
人
１
時
間

申
込
方
法

前
週
の
金
曜
日
ま
で

に
電
話
で
申
し
込
み

福
祉
介
護
課
社
会
福
祉
・
人
権
係

（
内
線
１
３
４
０
）

公
民
館
の
一
室
を
開
放
し
、
皆

さ
ん
が
交
流
で
き
る
場
を
作
り
ま

し
た
。

日
時

毎
月
第
１
・
第
３
木
曜
日

午
前
９
時
～
11
時
30
分
（
祝
日
・

休
館
日
を
除
く
）

場
所

中
央
公
民
館
１
階
高
齢
者

研
修
室

対
象
者

65
歳
以
上
の
人

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
内
線
１
３
１
０
）

就
職
に
つ
い
て
の
悩
み
や
不
安

を
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時

４
月
20
日
（
木
）
午
後
２

時
～
４
時

場
所

中
央
公
民
館
１
階
会
議
室

対
象
者

就
職
の
悩
み
が
あ
る
15

歳
か
ら
49
歳
ま
で
の
人
ま
た
は
保

護
者
・
関
係
者

申
込
期
限

４
月
19
日
（
水
）
午

後
４
時

い
ば
ら
き
県
西
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

０
２
９
６
‐
54
‐
６
０
１
２

ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
元
気
の
な

い
方
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
悩
み
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時

４
月
28
日
（
金
）
午
後
１

時
30
分
～
４
時
30
分

場
所

保
健
セ
ン
タ
ー

相
談
料

無
料

申
込
方
法

前
日
ま
で
に
電
話
で

予
約
（
完
全
予
約
制
）

保
健
セ
ン
タ
ー

０
２
９
６
‐
48
‐
１
９
５
５

問

問

お

知

ら

せ

TELTEL 問

問

国民年金についてのお知らせ
国民年金第１号被保険者および任意加入被保険者の

令和５年４月～令和６年３月の国民年金保険料は月額
16,520 円となります。

〇前納をご利用ください
保険料をまとめて納めることで保険料が割引になります。　　
前納期間 保険料額 割引額

６カ月前納 98,310 円 810 円
１年前納 194,720 円 3,520 円
２年前納 387,170 円 14,830 円

〇受け取る年金額が増える「付加保険料」の納付
　国民年金保険料に加えて付加保険料（月額 400 円）を
納めると、将来の老齢年金に「200 円×付加保険料を納
めた月数」が付加年金として加算されます。年金を２年
以上受け取ると、支払った付加保険料以上の付加年金が
受け取れるため、大変お得です。
※付加保険料を納付する際は、事前に申し込みが必要です。
※免除申請をしている方、国民年金基金に加入している
　方は申し込みできません。
問い合わせ
町国保年金課医療年金係（内線１２１０）
日本年金機構下館年金事務所　℡ 0296-25-0829

TEL

働
く
こ
と
の
悩
み
無
料
相

談
会

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

い
ば
ら
き
出
会
い
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
か
ら
お
知
ら
せ

レ
ン
タ
ル
ス
ペ
ー
ス
の
利

用
に
つ
い
て

集
い
の
場
「
し
ゃ
べ
る
場

ル
ン
ル
ン
」

生
活
困
窮
者
自
立
相
談
支

援
事
業
の
巡
回
相
談

八千代町基幹相談支援センター

　障がいのある方が、住み慣れた地域で自分らしく安心
して暮らすため、「八千代町基幹相談支援センター」を開
設しました。お気軽にご相談ください。

相談日時　火～土曜日、午前９時～午後５時
　　　　　※受け付けは午後４時 30 分まで
　　　　　※年末年始を除く
場　　所　農村環境改善センター
対  象  者
町内在住で、発達や障がいに関する不安や困りごとのある人
および関係機関の人（障害者手帳や診断の有無は不問）
相談内容
〇障害者手帳や障害福祉サービスについて
〇身体、知的、精神障がい（発達障がい含む）、難病
　の各障がいや病気について
〇就労について
〇障害年金やお金の管理などについて
〇成年後見制度、障がい者の虐待や差別について
※相談方法は、電話や来所、訪問等、ご希望に合わせて
　対応します。
※手話や通訳が必要な方は、事前にご連絡ください。

問い合わせ
八千代町基幹相談支援センター　℡ 0296-45-7430

問
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●人口 21,187 人 (1,452) ●男 11,092 人 (1,097) ●女 10,095 人 (355)
●世帯数 7,931 世帯 (1,238)　　（　）内は外国人で内数

【人口と世帯数】
 3 月１日現在

防災行政無線の放送内容は電話で確認ができます 0296-49-4321

た
は
ナ
イ
ン
ズ
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
で

申
込
書
に
参
加
費
を
添
え
て
申
し

込
み

定
員

１
８
０
人

申
込
期
間

４
月
16
日
（
日
）
～

30
日
（
日
）

受
付
時
間

午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
（
月
曜
日
、
祝
日
の
翌
日

を
除
く
）

※
申
込
書
は
、
総
合
体
育
館
、
ナ

イ
ン
ズ
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
に
あ
り
ま

す
。

※
感
染
症
対
策
と
し
て
、
パ
ー

テ
ィ
ー
は
行
い
ま
せ
ん
。

総
合
体
育
館

０
２
９
６
‐
48
‐
２
４
６
９

筑
西
保
健
所

０
２
９
６
‐
24
‐
３
９
１
３

日
時

５
月
23
日
（
火
）
指
定
時

間
ス
タ
ー
ト

場
所

筑
波
学
園
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

参
加
費

３
０
０
０
円

プ
レ
ー
費

５
９
０
０
円
（
利
用

税
・
昼
食
代
含
む
）

申
込
方
法

総
合
体
育
館
窓
口
ま

い
ば
ら
き
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー

０
２
９
‐
２
２
４
‐
８
８
８
８

「
け
し
」
や
「
大
麻
草
」
は
、

栽
培
や
所
持
が
法
律
に
よ
り
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
自
生

し
て
い
る
場
合
や
知
ら
ず
に
観
賞

用
と
し
て
植
え
て
い
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
疑
い
が
あ
る
も
の
を
見

つ
け
た
時
は
、
最
寄
り
の
保
健
所

に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問TEL

問TEL

４月の納税等
固定資産税（第１期）
介護保険料（第１期）

納期限は５月１日（月）です。
納期限内に納付をお願いします。

　　税　務　課（内線１５２０）
　　福祉介護課（内線１３２０）

TEL

介護予防「元気はつらつ健康塾」
参加者募集

　運動で体力アップ、能力アップ、笑顔力アップを
目指しませんか？楽しく体を動かし、健康について
学びましょう。

期　　間　５月 16 日（火）～９月５日（火）のうち
　　　　　 毎週火曜日【全 15 回】
　　　　　 午前９時 30 分～ 11 時
場　　所　中央公民館１階高齢者研修室
対  象  者　町内在住の 65 歳以上で、要介護等の認定
　　　　　を受けていない人 
定　　員　15 人　※先着順、初めて参加する人優先
参  加  費　2,000 円程度（全日程分）
内　　容　ストレッチや筋トレ、リズム運動・健康講話
申込方法　電話または窓口で申し込み
申込期間 【初めて参加する人】
　　　　　４月 10 日（月）～ 14 日（金）
　　　　　【今まで参加したことがある人】
　　　　　４月 17 日（月）～ 21 日（金）

問い合わせ
地域包括支援センター（内線１３１０）

問

（けし）

（大麻草）

募

集

「
第
44
回
町
民
ゴ
ル
フ
大

会
」
参
加
者
募
集

不
正
大
麻
・
け
し
撲
滅
運

動
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

宝くじ助成金で新しい遊具を設置
　中結城地区公園内に、新しい遊具としてユニバーサル
デザインのブランコと、斜面を利用したクッションマッ
トを設置しました。これは、宝くじの社会貢献広報事業
として、一般財団法人自治総合センターの助成金を活用
したものです。また、トイレは洋式便器となり、小さい
お子さま用に補助便座をつけました。リニューアルした
中結城地区公園に、ぜひお越しください。

問い合わせ　都市建設課都市計画係（内線２４２０）

第１回『介護予防運動教室
（ココカラアップ教室）』参加者募集

　65 歳以上の方が元気でいきいきと過ごせるよう、
新たに『介護予防運動教室（ココカラアップ教室）』
を開催します。

期　　間　５月 17 日（水）～７月 19 日（水）のうち
　　　　　毎週水曜日【全 10 回】
　　　　　午前 10 時～ 11 時 30 分
場　　所　中央公民館１階高齢者研修室
対  象  者　町内在住の 65 歳以上で、介護サービスを
　　　　　利用していない人 
定　　員　15 人　※先着順
参  加  費　無料
内　　容
〇各専門職（薬剤師・理学療法士・管理栄養士など）
　による講話
〇リハビリ専門職による運動機能向上のための日常的
　な体操や自宅でも行える運動、腰痛予防体操等
申込方法　電話または窓口で申し込み
申込期間 ４月 10 日（月）～ 28 日（金）

問い合わせ
地域包括支援センター（内線１３１０）

ブランコ クッションマット

トイレ

問



八千代町公式 LINE
　　　　　始めました

八千代町公式
　　　　　始めました

友だち登録が完了したら……

問い合わせ　秘書課広報ＰＲ係（内線３５３０）

①
メニューから

「受信設定」

を選ぶ

②
「はい」

を選ぶ

③
受信する

カテゴリを

選ぶ

④
「登録する」

を選ぶ

⑤
受信設定完了

カテゴリを

　　　　　始めました　　　　　始めました

この二次元コードを
読み取るか、

LINE の ID 検索で
友だち登録ができます！

災害情報

防災行政無線の内容

子育て・教育

ごみの出し方

イベント情報

など

【ID】
＠ yachiyo_town

八千代町

※最初にカテゴリの【すべて】を選択し、その後

　受信したいカテゴリを選んでください。

※【すべて】を選んだだけでは、他のカテゴリの

　受信はできません。
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